
              

                         

   

 

 

       

    

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

        

上に掲げた聖書のことばには忘れられない思い出があります。今から30数年前、

岡山市に近い田園の町の小さな教会に赴任した私は、日曜礼拝でこの聖書の箇所から

お話をしていました。一人の新来の婦人が熱心に耳を傾けていましたが、礼拝が終わ

るやお声をかける間もなく帰って行かれました。その方は以後毎週礼拝に来られ、そ

の眼差しから何か強い思いを感じていましたが、一言も言葉を交わす機会のないまま

3ヶ月ほど過ぎたある日曜日、その方は突然話に来られ、洗礼を申し出られたのです。 

その方の物語です。下の娘さんが嫁ぐ日が近づくにつれ、心は重くなって行きまし

た。夫と二人で過ごす日々を思うと耐えられなかったのです。夫のある行為をどうし

ても赦すことができず、顔を合わせると非難のことばが口をついて出て来てしまうの

です。そんな自分を何とかしたいと、あちこちの神社にお参りしたもののどうにもな

らず、苦悶の日々を過ごすうちに、それまで心に留めることもなかった近所の教会の

ことが突如思い起こされ、行ってみようという思いがにわかに湧いて来たのです。 

意を決して出席した最初の礼拝で語られた聖書のことばに心動かされたその方は、

家に帰るとただちに自分なりのことばで神に祈り求めたのです。その時、思いがけな

いことが起きました。それまで夫の汚れと醜さばかりに目を留め、非難して来た自分

こそ、実は心の汚れた醜い存在だということに気づかされ、神に助けを求めたのです。

その晩、帰宅した夫を迎えた婦人の口から出たことばは非難ではなく、ねぎらいの言

葉だったのです。 

 

 

 

「求めなさい。そうすれば与えられ

ます。捜しなさい。そうすれば見つ

かります。たたきなさい。そうすれ

ば開かれます。」 

聖 書 

マタイの福音書 7章 7 節

 

みらい平キリスト教会はあなたのおいでを 

心からお待ちしています。 

  

  

あなたは何を求めますか？ 

 

今月のことば  
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